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当資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略などに関する情報は、当資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲
内で行った判断によるものです。しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような結果の発生などにより、資料記載の業績見通し
とは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。当社は、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めてまいりますが、当資料記載
の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになられるようお願いいたします。なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製または転送など
を行われないようにお願いいたします。

＊資料内の数値は表示単位未満を切捨てで表示しております。 
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Ⅰ. 財務報告
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2025年6月期 決算ハイライト

▼2026年6月期業績予想
• 2026年6月期は、売上高33,300百万円、営業利益5,100百万円の達成を目指し、着実な成長軌道を継続
• 配当政策では、中期経営計画で設定した純資産配当率8%の目標達成に向け、1株あたり32円の期末配

当を予想し、企業価値の更なる向上を目指す

売上高

28,227 百万円 4,604 百万円
(前年同期比＋15.6％） (前年同期比＋12.3％）

すべてのセグメントで売上成長を
実現したことにより、全社で15%
超の堅調な成長を達成

成長投資による費用増加を増収効
果が上回り増益を達成。DX推進事
業での案件中止影響があったもの
の、全体では堅調な成長を継続

3,434 百万円
(前年同期比＋20.5％）

営業利益の伸張に加え、投資有価証
券の売却益もあり20%超の増益を
実現

15期連続増収 10期連続増益 20%超の成長を達成

営業利益 当期純利益
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売上高・営業利益・純利益の推移
 持続的な成長を実現しており、15期連続増収、10期連続増益を達成

 平均成長率は、売上高は12%、利益は20%前後の水準を達成
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売上高（左軸） 営業利益（右軸） 純利益（右軸）

（百万円） （百万円）

売上高

282億円
15期連続増収

5年CAGR 12.5%
10年CAGR 12.2%

営業利益

46億円
10期連続増益

5年CAGR 15.1%
10年CAGR 19.1%

純利益

34億円
10期連続増益

5年CAGR 17.4%
10年CAGR 23.9%
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決算概要

(百万円)　 前年実績 増減率 前年実績 増減率 業績予想値 達成率

　売上高 7,289 6,613 10.2% 28,227 24,419 15.6% 28,800 -2.0%

　売上原価 4,019 3,514 14.4% 15,649 13,491 16.0% ー ー

　売上総利益 3,270 3,099 5.5% 12,578 10,928 15.1% ー ー

　売上総利益率 44.9% 46.9% -2.0pt 44.6% 44.8% -0.2pt ー ー

　販管費 2,291 2,075 10.4% 7,974 6,829 16.8% ー ー

　営業利益 978 1,023 -4.4% 4,604 4,099 12.3% 4,900 -6.0%

　営業利益率 13.4% 15.5% -2.1pt 16.3% 16.8% -0.5pt 17.0% -0.7pt

　純利益 1,164 876 32.8% 3,434 2,850 20.5% 3,350 2.5%

　純利益率 16.0% 13.3% 2.7pt 12.2% 11.7% 0.5pt 11.6% 0.5pt

　EBITDA 1,113 1,171 -4.9% 5,110 4,642 10.1% ー ー

　EBITDAマージン 15.3% 17.7% -2.4pt 18.1% 19.0% -0.9pt ー ー

2025年6月期
第4四半期

2025年6月期
通期

前年同期比 前年同期比 対業績予想

 売上高は、連結決算開示事業、DX推進事業、経営管理ソリューション事業の３事業全てが売上成長を実現したことに
より、前年同期比15.6％増の28,227百万円

 営業利益に関しては、業容拡大に応じた人件費及びIT費用、受注増に対応するための外注加工費、ソフトウエアビジ
ネス強化を中心とした将来成長を実現するための投資性の費用が増加したものの、ソフトウエアビジネスの成長によ
る利益率の向上及び前年同期に経営管理ソリューション事業の利益水準が低くとどまったことによる反動等もあり、
前年同期比12.3％増の4,604百万円
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グループコスト構造

(百万円)　 前年実績 増減率 前年実績 増減率

売上高 7,289 6,613 10.2% 28,227 24,419 15.6%

　人件費 3,530 3,141 12.4% 13,238 11,657 13.6%

　採用費 164 150 9.1% 631 489 29.0%

　外注費 1,213 1,038 16.9% 4,842 4,004 20.9%

　IT費用 394 376 4.8% 1,543 1,321 16.8%

　事務所費用 271 255 6.1% 985 883 11.6%

　その他 736 626 17.6% 2,384 1,966 21.3%

総費用 6,310 5,589 12.9% 23,623 20,320 16.3%

営業利益 978 1,023 -4.4% 4,604 4,099 12.3%

営業利益率 13.4% 15.5% -2.1pt 16.3% 16.8% -0.5pt

前年同期比2025年6月期
通期

前年同期比2025年6月期
第4四半期

 活発な採用活動により採用費および人件費は引き続き増加

 日本企業の中長期的なトレンドとなりつつある「データ及びデジタル技術を活用した企業経営・企業活動の高度化」
を通じた競争力維持・強化のための投資ニーズが引き続き堅調であり、この需要に対応すべく外注費は増加

 人員増とクラウド化対応（顧客向け、社内環境）によりIT費用も増加

 ソフトウエアビジネス強化を中心とした将来成長を実現するための投資性の費用が増加
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事業セグメント別業績

(百万円)　 前年実績 増減率 前年実績 増減率

　連結決算開示 売上高 2,271 2,025 12.1% 8,720 7,537 15.7%

営業利益 384 403 -4.8% 2,160 1,840 17.4%

営業利益率 16.9% 19.9% -3.0pt 24.8% 24.4% 0.4pt

受注額 2,540 2,871 -11.5% 9,227 8,269 11.6%

受注残 5,187 4,681 10.8% 5,187 4,681 10.8%

　DX推進 売上高 2,589 2,206 17.3% 10,318 8,846 16.6%

営業利益 403 333 21.1% 1,716 1,633 5.1%

営業利益率 15.6% 15.1% 0.5pt 16.6% 18.5% -1.8pt

受注額 2,902 2,745 5.7% 10,260 9,211 11.4%

受注残 2,012 2,069 -2.8% 2,012 2,069 -2.8%

　経営管理ソリューション 売上高 2,514 2,468 1.8% 9,537 8,518 12.0%

営業利益 454 562 -19.0% 1,746 1,407 24.1%

営業利益率 18.1% 22.8% -4.7pt 18.3% 16.5% 1.8pt

受注額 3,359 3,800 -11.6% 9,708 9,410 3.2%

受注残 4,177 4,006 4.3% 4,177 4,006 4.3%

2025年6月期
第4四半期

前年同期比 2025年6月期
通期

前年同期比

 売上は当期1Qからの傾向が継続し、すべての事業セグメントで増収
 利益については、全セグメントにおいて業容拡大による人員及び人件費の増加やその他事業成長に

資する費用の増加による影響がみられるものの、通期累計では増益を達成
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 調整後営業利益*は21.3%伸長でガイダンス49億円を達成。DX推進事業での案件中止の一時的
な影響と戦略的成長投資の実行により、営業利益は12.3%増にとどまったものの、戦略的成長
投資により中長期の競争優位性確立に向けた事業基盤強化を実現

FY25 営業利益の対前期比較
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営業利益

FY24
営業利益

事業会社
利益増

オペレーショナル
コーポレートコスト

（百万円）

プロジェクト
対応費用

戦略的
成長投資増加

FY25
営業利益

※調整後営業利益：一過性の影響を除いた、平常時の稼ぐ力を示す営業利益

ITインフラ強化および
人事・総務機能の拡充投資

DX推進事業
での案件中止

ソフトウエア事業
の収益性向上投資
および戦略子会社

への成長投資
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 インシデント（案件中止）の課題を教訓に品質管理体制を強化

【FY25発生課題への対応】DX推進事業のプロジェクト案件管理体制の強化

課題の認識と分析

背景・課題認識

• 請負案件において顧客要件との認識
齟齬により、案件が中止

• 当該案件の中止による影響額は
約2億円、FY25 3Qで計上を完了

課題分析

• 事業拡大ペースに応じたPM・PLの
育成体制の整備が課題

• プロジェクト管理体制のスケーラ
ビリティ向上が必要

解決方針

PMO機能の拡充とプロジェクト支援強化
（運用開始済み）

• 人材育成体制の整備: PM・PLおよび
メンバーの体系的なスキル向上プロ
グラム導入

• プロジェクト支援体制の構築: PMO
による進行状況の可視化と早期課題
解決支援

品質保証体制の高度化（運用開始済み）
• 提案段階でのリスク評価強化：一定

基準案件における提案内容・実行体
制の役員レビュー制度導入

• 品質管理プロセスの標準化：チェッ
クポイントの明確化と継続的モニタ
リング体制確立

期待効果

お客様満足度向上: 

• 安定品質での成果物提供

プロジェクト管理体制の拡大: 

• スケーラブルな管理体制構築

持続的成長: 

• 中計達成に向けた事業拡大の
実現
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 現金及び預金の増加3,718百万円、未収入金の減少512百万円、預け金の減少527百万円、ソフトウエア
の減少266百万円などにより、総資産は前期末比2,476百万円増の24,373百万円

 純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益3,434百万円の計上、剰余金の配当708百万円の支払いなど
により、前連結会計年度末比2,304百万円増の15,597百万円。自己資本比率は63.9％と高水準で推移

財務状況の推移

(百万円) (百万円) (％)

資産の推移 純資産と自己資本比率の推移
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 営業キャッシュフローの増加要因の主な内訳は、税金等調整前当期純利益4,931百万円、減価償却費506
百万円、売上債権及び契約資産の減少額211百万円、契約負債の増加額421百万円、法人税等の還付額
339百万円、減少要因の主な内訳は、未払金及び未払費用の減少額327百万円、法人税等の支払額1,727
百万円

 投資キャッシュフローは、支出の主な内訳は、投資有価証券の取得による支出242百万円、敷金及び保証
金の差入による支出344百万円、収入の主な内訳は、投資有価証券の売却及び償還による収入410百万円

 財務キャッシュフローは、支出の主な内訳は、自己株式の取得による支出701百万円、配当金の支払額
708百万円、収入の主な内訳は、自己株式の売却による収入376百万円

キャッシュフローの状況

(百万円)　 前年実績 増減額 前年実績 増減額

　営業CF 2,642 2,420 222 4,469 3,680 789

　投資CF 87 △ 25 112 △ 201 △ 630 429

　フリーCF 2,729 2,394 335 4,268 3,049 1,218

　財務CF 19 △ 483 503 △ 1,036 △ 1,981 945

2025年6月期
第4四半期

前年同期比 2025年6月期
通期

前年同期比
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(百万円)　

　売上高 28,227 33,300 5,072 18.0%

　営業利益 4,604 5,100 495 10.8%

　営業利益率 16.3% 15.3% - -

　当期純利益 3,434 3,500 65 1.9%

2025年6月期
（実績）

2026年6月期
（予想）

増減額 増減率

 売上高は対前年比18.0％増の33,300百万円と増収を見込む
 営業利益は、対前年比10.8％増の5,100百万円、

当期純利益は、対前年比1.9％増の3,500百万円と増益を見込む

2026年6月期 通期業績予想
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 2025年6月期のDOEは6.3%で、東証上場企業平均（12ケ月）の3.3％を大幅に上回る水準を達成
 2026年6月期の1株当たり配当は、安定的な配当を継続して行う方針に伴い、1株当たり32円の予想。

DOEは7.05%となる水準

株主還元

株主還元の考え方

 配当は株主還元政策の重要事項の位置づけ

 純資産配当率などの指標に注目することで、
毎期の業績に大きく左右されることなく、
配当金額を安定的に維持ないしは向上していくことを指向

 純資産配当率は東証全上場企業の平均値を常に上回り、
新中期経営計画の期間内に8％の達成を目指す
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II.企業価値経営の考え方
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ゴールデンサークル理論と企業価値経営

Why

How

根源的な動機

統合的な測定指標
What

自由かつ創造的な活動

企業価値で経営の正しさを測定する

なんのための会社か・経営か？

（ ）EV = r  - g

FCF
企業価値

フリーキャッシュフロー

加重平均資本コスト 長期の期待成長率

＋ EC ＋ NOA
余剰資金 非事業性資産

事業価値
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BE GLOBAL 2028

Why

How

社会インパクトのある公器をつくる
長期にわたり、企業価値の向上に集中すると、社会の公器が出来る

公器とは、社会の持続発展に役立つ会社である

BE GLOBAL2028
FY28末までに、マテリアリティの実現を通し

グローバルエントリーである$1B以上の企業価値をつくり
グローバルソフトウエアカンパニーへの礎を築く

解決すべき戦略課題は
Service to Software(IP), 

Local to Global, 
Flow to Stock 

with Next Gen.

変わらぬ原点

適時適切な目標
What

自由かつ創造的な活動

ヒ
ト
の
育
成
を
通
し
た
、
持
続
的
な
事
業
成
長
環
境
の
創
造
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Ⅲ. BG28達成に向けた戦略
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BE GLOBAL 2028（BG28）の目標値

売上高

営業利益

営業利益率

純利益

ソフトウエア粗利益

1人当たり営業利益

FY28
計画

21,424M

3,289M

15.4%

2,094M

2,367M

2.5M

FY23
実績

ROE

DOE

配当

18.3%

4.9%

15円

40,000~
45,000M

9,000~
11,000M

20~24%

6,000~
7,000M

5,500~
6,000M

3.9M

20%以上

8.1%以上

51円以上

FY24
実績

24,419M

4,099M

16.8%

2,850M

2,442M

2.8M

22.3%

5.5%

19円

FY25
実績

28,227M

4,604M

16.3%

3,434M

2,823M

2.8M

23.8%

6.3%

25円

5年変化/平均

2x

3x

+5~9pts

3x/CAGR 25%

3x

1.5x

AVG20%

AVG7% 

3.4x

 売上高2倍、利益3倍の財務目標、戦略KPIであるソフトウエア粗利益を3倍の60億円に
する計画
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ソフトウエア粗利益を戦略KPIにする狙い
 ソフトウエア粗利益に集中し、企業価値経営のマーケットリーダーとなるソフトウエア

に発展させられれば、安定的な成長性と高い収益性を兼ね備えた事業体となる

ソフトウエア粗利益
増加へ集中

企業価値経営の
マーケットリーダーと
なるソフトウエアに

発展させる

ソフトウエア粗利益60億円の達成

価値創造生産性（1人当たり営業利益）
の向上

リカーリング売上の向上
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ソフトウエア発展の解像度
 連結決算開示を企業価値経営開示に発展させるソフトウエアの総量を増やす
 これによりM2、M3の成長ポテンシャルも伸びる

企
業
価
値
イ
ン
パ
ク
ト

意思決定レイヤー

BI・データ基盤
・DX市場

M2
成長市場の取り込み

高低

高

低

M1
既存市場の深耕

連結決算開示
市場

M3
新たな市場の創造

経営情報基盤市場

企
業
価
値
イ
ン
パ
ク
ト

意思決定レイヤー

BI・データ基盤
・DX市場

M2
成長市場の取り込み

高低

高

低

M1’
既存市場の
発展的深耕

企業価値経営
開示市場

M3
新たな市場の創造

経営情報基盤
市場

現状ビジネス構造 目指すビジネス構造

ESG開示、IR支援
ガバナンス支援等
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24,419 
28,227 

33,325 
42,500 

0

10,000

20,000

30,000

40,000
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 BG28の目標達成に向けて、数値としてソフトウエア粗利益がキーとなる

各指標の推移

4,099 4,570 5,024 

10,000 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

FY24 FY25 FY26 FY28

2,850 
3,412 3,435 

6,500 

0

2,000

4,000

6,000

FY24 FY25 FY26 FY28

2,442 2,823 
3,306

5,750 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

FY24 FY25 FY26 FY28

注）FY28目標はレンジで設定しているため、中央値を使用

（百万円） （百万円）

（百万円）（百万円）

売上高推移

純利益推移

営業利益推移

ソフトウエア粗利益推移

CAGR
+14.6%

CAGR
+24.0%

CAGR
+29.8%

CAGR
+26.8%
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ソフトウエア粗利実現
投資力の強化

投資のための専門部署・
投資委員会を設置し、
投資のソーシング力、

意思決定力を強化

BG28に向けた成長戦略

売上高

営業利益

営業利益率

純利益

ソフトウエア粗利益

1人当たり営業利益

FY28
計画

ROE

DOE

配当

40,000~
45,000M

9,000~
11,000M

20~24%

6,000~
7,000M

5,500~
6,000M

3.9M

20%以上

8.1%以上

51円以上

5年変化/平均

2x

3x

+5~9pts

3x/CAGR 25%

3x

1.5x

AVG20%

AVG7% 

3.4x

 FY24およびFY25であがった解像度を踏まえて、成長に向けた施策を実施

クロスセル力強化
クロスセルでの

Sales Lead創出、
FY28での

クロスセル売上高増加

ソフトウエア
事業開発力の強化

ソフトウエア事業開発に
おける、開発力、営業力、

コンサル力を強化

・連結決算開示から企業価値経営
開示へ発展するためのミッシン
グパーツ獲得

（資本業務提携を想定）
・現状ビジネスの基盤強化となる

企業の獲得（M&Aを想定）
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 第一次成長投資を精査し40億円で実行予定。ソフトウエア粗利益実現の実行体制を整え、投資効果の
最大化を図る

キャピタルアロケーションの計画アップデート

キャッシュイン キャッシュアウト
（成長投資200億円、株主還元50億円）

株主還元（FY24-FY28）

50億円

第一次成長投資（～FY26）

40億円
FY23末 余剰現預金

72.5億円

営業キャッシュフロー
（内部投資控除前）

FY24-FY28 累計見通し

193億円

第二次成長投資（FY27～）

160億円

優先順位は以下。
①内部投資＝人的資本投資
②業務資本提携等
③ソースコード買取、M＆A

FY24およびFY25の
累計は94億円となり、
当初の計画と比べて
も順調に推移

FY24およびFY25の配当実績の累計は
13億円

8.3億円の自社株買いを実施（未消却）

【20億】内部投資＝人的資本投資
FY24およびFY25の累計は12億円

【15億】業務資本提携等
FY24およびFY25の累計は4億円

【5億】予備費
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